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自治区役
員組織

課題解決
組織

寄りあいWS
による新た
な課題への
取り組み

地域再生の原理：地域再生に向けた地域自治組織の再構築

革新の力伝統の力

自治コミュニティーの再構築

行事コミュニ
ティー化した
自治組織

地域を取り
巻く状況・環
境変化への

対応

Uターン者の
呼び戻し、

継承

I ターン人材

の呼び込み、
受け入れ

地域ならで
はの新しい
価値の創造



ワークショップ❶ 現地調査 ワークショップ❷ ワークショップ❸

住民：

ないもの探し
から

あるもの探しへ

行政：
ハード型
から

ソフト型へ

住民の

手による
実践

住民の

創造性の
発揮

地域再生メニュー
/小さな産業づくり

あるも
の探し

住民の声に
よる課題の

発見

じゃんけ
ん準備

チョキ グー パー

・問題意識の共有化。

・写真取材計画立案。

・現地で、テーマと
問題意識の角度から
写真撮影。

・全体像から潜在力の核を見極める。

・イラストで、潜在力を開花させる
アイデアを出し合い、メニュー化。

・写真をもとに、 １）ジグソー
パズル方式か、２）マッピング
方式で全体像を描く。
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寄りあいワークショップの仕組み

実践結果
の検証



第１回WSの進め方

外の目から見た姿
（資源写真地図） グループで意見交換

全体で「意見地図」作成
重要度評価

「意見地図」と投票結果

WS感想記入

簡易カメラ（又
はデジカメ）

和歌山県
かつらぎ町天野地区
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和歌山県高野町富貴地区

グループで写真分析 全体で発表会 迫真に迫る発表

内の目から見た「資源写真地図」

第２回WSの進め方

WS感想記入
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和歌山県
那智勝浦町色川地区

イラストアイデアを発表

イラストアイデアを発表

「イラストアイデア地図」作成と優先度評価

イラストアイデアカード

第３回WSの進め方

実行計画の橋渡し：次頁
イラストアイデアカード6
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順位 アイデア 得点

1
L 里芋の栽培と焼酎づくり 34

2
Q 龍神産地直売所 23

3
A 伝統的な暮らしの再現（体験） 17

4
Ｓ 龍神直送便 16

5
い 高野・熊野 ”止まり木の里”つづり 12

6
Ｒ 農家レストラン 11

6
Ｖ 花いっぱい夢公園づくり 11

6
き まじめにゆず丸ごと加工 11

9
C 女性向け龍神まるごとプラン 10

9
E 家族向け 心体験合宿 10

9
F 教育・スポーツの合宿 10

12
あ 林業の活性化 9

13
Ｗ 観光業者と農家の連携による地産地消づくり 8

14
J 農業と加工体験 7

14
M 付加価値のある雑穀のブランド化 7

14
N 大豆類を第３の産品に 7

14
Ｘ みつばちがとぶ龍神の里 7

18
D 獣害対策 6

18
Ｔ 紀州龍神合鴨梅鳥の平飼い 6

20
O エコと健康そば 5

21
H 野山の恵みの商品化 4

21
Ｕ 養殖場の復活 4

21
Ｚ 龍神遊歩道（ウォーキング）マップと距離表示 4

24
I 温泉入り放題ツアー 3

24
う 龍神リピーター増加作戦 3

24
か 梅・ゆずを使った化粧品づくり 3

27
K 究極のお風呂 2

27
お 龍神祭り研修ツアー 2

29
Ｙ 龍神村行事・場所カレンダー 1

30
B 映画祭 宿泊は龍神で 0

30
G つり橋つくり体験 0

30
P 観光梅林 0

30
え 龍神フォトポイントマップと表示 0

優先
度の
評価
順位

アイデア項目
難易度

（ABCラン
ク）

緊急度（いつまでにやるか）

(○印の記入）

役割分担・主体
（誰がやるか）

（○印の記入）
着
手
順
位

備

考早く（１
年以内）

２～３年
以内

ゆっくり
（４～５
年以内）

住
民

協

働

で

行
政

１ 里芋の栽培と焼酎づくり Ｂ ● ● １

２ 龍神産地直売所 Ｃ ● ● ● ２

３ 伝統的な暮らしの再現（体験） Ｃ ● ● ４ 高齢者

４ 龍神直送便 Ｂ ● ● ２ 連携先は協議

５ 高野・熊野“止まり木”の里づくり Ｂ ● ● ● ５

６ 農家レストラン Ｂ ● ● ４ 内容を詰める必要有り

６ 花いっぱい 夢公園づくり Ｂ ● ● ３

６ まじめにゆず丸ごと加工 Ｂ ● ● １
現在取り組んでいる人と

協議

和歌山県田辺市龍神村地区



今回のWSで、龍神村ブランド構築に向けたネットワー
クづくりの基盤ができたと思われる。事実、実行の着手
順位第1の「里芋の栽培と焼酎づくり」と「まじめにゆず
丸ごと加工」はすでに実行の手が打たれ出している。里
芋焼酎造りは地区外の酒造メーカーに打診がなされ、協
力を取り付けている。次年度の里芋栽培の拡大の方向も
打ち出されていると聞く。「まじめにゆず丸ごと加工」
は、すでに商品化がなされ、販売の試みも始まっている。
また、農水省の平成20年度「農山漁村地域力発掘支援

モデル事業」の追加公募にも、今回のWSの受け入れ組織
が母体となり全参加者連名で応募して採択されている。

里芋焼酎試飲によるアイデア提案

製品・霜降りゆずの
コンフィチュール
（龍神は～と提供）

計画の実行



畑一面の里芋栽培を
イメージしていたが、
意外だった畑の1列の
畝と冨田代表
（２０戸をこえる関係
者が栽培に参加）

農山漁村地域力発掘支援事業は初年
度をもって「事業仕訳」されたが、２０
１０年８月に製品が蔵出し、住民の力
で販売に漕ぎつける

計画の実行



出典：みらい龍神
http://www.shokokai.or.jp/30/
303871S0011/index.htm
紹介記事：
http://www.agara.co.jp/modul
es/dailynews/article.php?stor
yid=234115
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龍神村にみる地域再生の原型モデル
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地域再生起動ステップガイド

ステップ ステップ名 所要時間 作業内容 実践結果

０ 設営・提供 行政から地域に対して、地域再生にむけてワークショップの導入・開催を働きかける。

1 事前調査 10時間 ファシリテーター側が、行政並びに住民の案内で地域を写真取材（写真撮影と聞き取り調
査）し、外部の視点で地域の特徴をとりまとめる。「外から見た資源写真地図」を作成。

2 課題の明確
化

（第1回WS）

2.5時間 1.WSの進め方とアウトプットの活かし方を説明
2.事例紹介
3.「外から見た資源写真地図」を説明
4.それを呼び水に意見交換（地域の悩みや問題、将来像を自由に）→「意見地図」を作成
5.「意見地図」の重要ポイントの重み付け（皆で投票・評価）
6.次回までの写真撮影の要領の説明

住民は、「やはりそ
うか」と互いに思う
方向が同じであるこ
とを確認、共感し合
うことが多い。

3 現地調査 2〜3週間 住民自らが地元を探検し、重点課題を解決し地域を元気にする角度から、もの、こと、シー
ンの写真取材を行なう。

4 実態把握
（第2回WS）

3時間 1.各自持ち寄った写真をもとに、模造紙の上に写真分析法を用いて「資源写真地図」を作成。
個々の写真からは気付かない深い理解につながる地域の姿が映し出される。
2.班ごとの「資源写真地図」を全体で発表し、より視野の広がりをもった理解をはかる。
3.次回までのアイデアだしの要領の説明

住民は、互いに地域
の暮しと歴史、文化
の知識の欠落に気づ
き、共有化が起こる。

5 アイデアだ
し

2〜3週間 住民自らが、「イラストアイデアカード」にイラスト（絵や図、マンガ）を用いてアイデア
を描き、解説文をつける。一人５枚のアイデアカードを目標。

6 解決策・実
行計画立案
（第3回WS）

2.5時間 １全員でアイデアカードの内容を紹介し合いながら、暮し再生にむけた「アイデア地巣」を
描き出す。
２「アイデア地図」のどの内容から優先的に取り組むかの重み付け（皆で投票・評価）
３具現化の取組みへの橋渡しとして「実行計画」を立案

住民は知恵の宝庫だ
と判明し、実現への
意欲が芽生える。

7 実行組織の
立ち上げ

できる限
り短期間
内に

ファシリテーターの手から離れ、住民主体のもとに、行政が支援役を果たしながら、実行組織
を立ち上げる。
通常は、ワークショップ参加者がメンバーの主体となり、リーダーを選任する。

8 実践と取材 1年間程度 実行組織のもとで行政の支援もえながら、定期的に会合を開き、計画を煮詰める。そして、計
画の実現に取り組む。取り組み経過と様子、結果、成果、新たな課題などを写真取材する。

9 結果の検証
（フォロー
アップWS1）

2.5時間 実践のなかで撮影した写真をもとに、「検証写真地図」を作成する。それに基づき、実行計画
の達成状況を検証し、次の課題を見定める。
宿題の形で、イラストアイデアカードを用いて改善アイデアを作成。（実践結果の状況によっ
て、イラストアイデアカードを用いず、進め方に創意工夫を要することが発生する）

住民は、次はこうし
たらいい、ああした
らよいと啓発される。

10 次計画立案
（フォロー
アップWS2）

2.5時間 ステップ6の進め方に準じる。
計画の実践を2～3年と継続するにしたがって、地域経営の視点からの取組みが必要となる。



意見地
図

資源写真
地図

アイデア
地図

意見相場の形成

寄りあいワークショップの機能構造

課題の
「解」
の創造

課題の
「合意」の

創造

組織の連帯感の再生⇒実践共同体の再創造

「実践共同体」の生成活動



実践と実践結果の見える化

実行
計画

実行

実行過
程の写
真取材

実行結
果・成果
の写真
取材

検証写
真地図
の作成

●計画は実行する主体が立案するのが基本
●計画は実践し、検証して初めて価値をもつ
●検証することで、取り組みの継続性が生まれる
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検証の見える化が次への協働・連帯を生む

静岡県沼津市愛宕地区



集落支援
員の活用

住民：
ないもの探し

から

あるもの探し
へ

行政：
ハード型
から

ソフト型
へ

実行組織と
リーダーづ

くり

ビジョンと暮し再
生メニュー /小さ
な産業づくり

あるも
の探し

行政の「地域経営」支援（地域づく
り支援員制度、地域支援職員制度）

支援

巻き込む

援軍の発
掘活用・
連携協働

水面下の住民

自治区の承認・支援

寄りあいワークショップ：地域再生の協働の仕組み

企業の活
用

研究者・
専門家の

活用

住民の
手によ
る実践

住民の声
による課
題の発見

実践結
果の検
証

住民懇談
会

NPOの活
用

地域おこ
し協力隊
の活用

学生の
活用



主人公
は住民

行政は
支援役

実行組
織立ち
上げ

WSによる
プランの
立案

プラン
の実行
計画

実行計
画の実

施

地域づ
くり支
援員の
配置

縦割り
の統合
的動員

実行
支援

WS設
営・提
供

ファシリ
テーター
の支援

テーマのプ
ロの支援

新たな行政システムの確立：住民が主役、行政は支援役

NPOの
支援

●WSの設営・提供は、「ソフトの基盤整備」事業に位置づく



地域経営支援の要：地域づくり支援員の役割

地域共同体
（事業対象
地区）

行政の縦割
り組織毎の
事業の実施

内発的な
課題

（面）の
明確化と
解決案の
計画

地域づ
くり支
援員

内発的な
課題

（面）の
解決に必
要な事業
の選択・
投入

行政の縦割
り組織毎の
事業の実施

地域共同体
（事業対象
地区）

事業単位
（点）毎に働
きかけ・投入

現状 今後

●内発的な課題「面」の重点課題に焦点を当てて事業支援



平成の合併の最終ランナー富士川町。
町民と行政の協働による手作りで、町の
「総合計画」の策定に平成22年5月着手。
地域再生に向けた画期的な試みが始まる。

平成22年度～23年度 富士川町企画課 指導・監修 山浦晴男

町民対話集会を基盤にした総合計画策定と実現化
に向けた取り組み



策定の枠組み

●目的

地方自治法の規定により、市町村は、事
務処理にあたり総合的かつ計画的な行政
運営を図るため、「基本構想」を定める必要
がある。

●作成手法

【外部組織】（幅広い声を反映させるプログ
ラム）
・「総合計画審議会」 （議会、関係諸団体に
加え、公募委員13名を加えた35名で構成）
⇒諮問・答申

・「タウンミーティング」⇒町民対話集会⇒区
単位で実施（20地区で、各2回開催）
・「町民意識調査」⇒20歳以上、町民1000人
・「パブリックコメント」⇒提案・意見の集約⇒
ホームページなど

・「アドバイザー」⇒提案・意見の集約⇒本
町ゆかりの著名人など

●手順

「総合計画審議会」を組織して、審議会へ
の諮問・答申を経て、「町議会」の議決を得
る。

【庁内組織】（新町の一体感を醸成するプロ
グラム）

・「行政連絡調整委員会（教育長・課長職）」
⇒庁内策定機関

・「ワーキンググループⅠ（課長補佐グルー
プ）」⇒戦略的事業抽出

・「ワーキンググループⅡ（リーダーグルー
プ）」⇒事務事業洗い出し

・「プランナーチーム（担当職員グループ）」
⇒課題研究

◎ファシリテーター：総合計画審議会と町民
対話集会の運営指導と監修

註）人口 １６，４６０人 （平成２４年７月１日現在）
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総合計画審議会発足（第1回）・町長から諮問

議会、関係諸団体に加え、公募委員13名を加えた35名で構成

平成22年8月5日（水）



全20地区で開催平成22年10月1日（金）～30日（土）

第1回町民対話集会：地域の課題、地域をどのようにしたいのか

地区住民の意見交換 問題・課題意識地図の作成

住民自ら重要度評価・投票



地区単位の問題・課題意識地図



24

医療の
充 実

高齢化
対 策

道路・施設基盤整
備

若者定住
人口増加

環 境
農業振興

鳥獣害
対 策

商業・観光 コミュニティ 防災対策

共通項目 最勝寺区 天神中条区 大久保区 舂米区 小林区 長澤区 大椚区 青柳町区 平林区
小室・
高下区

本町１区 本町２区 本町３区 本町４区 本町５区 本町６区 中部区 鳥屋 柳川 十谷

1位 地元医療の充実 医療体制の充実
地区への財政支
援

舂米学校と水車
の復活

地域医療の充実
人とのつながりが
感じられるコミュ
ニティの活性化

地域医療の充実 地域医療の再生 有害鳥獣対策
道路等の基盤整
備

水道水の水質改
善

身近な医療機関
の充実

鰍沢病院の存続
と医療体制の充
実

地域医療体制の
充実

簡易水道の水質
改善

分庁舎窓口サー
ビスの充実

鹿島落居トンネル
の早期開通

情報通信設備の
充実

鳥獣害対策 鳥獣害対策

2位 公民館の立替え
若い人が住みたく
なる住環境の整
備

人口増加対策 災害対策 通学路の安全 働く親たちの支援
人にやさしい道路
整備

空き店舗の活用
による商店街の
活性化

西小学校の存続
問題

ダイヤモンド富士、
小室山を活かし
た観光開発

子どもが安心して
遊べる公園の整
備

若者の働ける場
所の確保

空き家対策
鰍沢病院の跡地
利用

高齢者の安心安
全対策

入町の災害対策
としての伐採

公共住宅の建設
を含めた若者定
住対策

生活道路の整備
情報通信基盤の
整備

空家を利用し
た定住化対策

3位
安心できる子育
て支援

若い人がつぶれ
ない介護環境整
備

公民館の建替え
里山や棚田の整
備

農業や産業の活
性化

地域医療問題
消防団員の確保
と町の支援

若いリーダーの
育成

補助金制度を含
めた空き家対策

富士の見える町
営住宅の整備

新田地区南側道
路の拡幅

良質な飲料水の
確保

若い人達が住み
やすい環境整備

防災対策
土手の補強を含
めた防災対策

災害対策
学校存続と保育
所再開

若者の定住対策 農業基盤の整備
空家の取壊し
等防災対策

4位
少子高齢化に伴
う組運営の行き
詰まり

子どもから老人ま
で安心して利用で
きる道路整備

高齢化に伴う医
療体制の充実

防災拠点の整備 空き農地の利用 公園等基盤整備
人と人をつなげる
環境づくり

安い住宅供給に
よる若い夫婦の
取り込み

町営住宅の整備
地域の特色を活
かして子供の確
保

鰍沢病院の診療
科目の充実

防犯灯の設置と
福祉センターへ
の道路整備

国道の道路環境
整備

子育て支援の充
実

高齢者の生きが
いのための農地
の確保

入町、出入口道
路の拡幅

医療体制の充実 医療機関の充実 若年層の減少 大堰の改修

5位
高齢化に伴う河
川清掃負担増

隣接する文化
ホールの有効利
用

町へ人を呼ぶ施
策の展開

鳥獣害対策 環境整備
組の重要性、未
加入者問題

地域の環境整備
東部開発・道の
駅・運動公園の整
備

遊休農地の有効
利用

地域医療の確保
甲西バイパスを
横断する歩道橋
の整備

高齢者への地域
支援のあり方

空き店舗を活用し
た商店街の活性
化

生活道路の整備
高齢者の日常生
活の支援

富士橋のかけ替
え

人口増加のため
の就労場所の確
保

救急医療体制の
充実

五開小跡地の有
効活用

ヘリポートの
設置

6位
高齢者の見守り
を生かす取り組
み

若い人が住みたく
なるまちづくり

基盤整備の促進
舂米に核となる観
光施設を

若者が生活でき
るまちづくり

都市計画道路の
整備

自然とふれあう場
所づくり

青柳町の空洞化
女性を呼び込ん
だ地域活性化

クラインガルテン
の整備

防災機能を備え
た公園の整備

商店街の活性化
子どもからお年寄
りまでが集える場
所の整備

お祭りによる地域
の活性化

魅力あるまちづく
り

富士橋上の畑の
現状維持

情報格差の解消 働く場所の確保 日照不足の解消
落石等防災対
策

7位 遊休農地の解消
子ども、大人、老
人が交流できる
まちづくり

観光ルートの整
備

道路、水路の基
盤整備

商店街が栄える
まちづくり

長沢東部の土地
利用

増穂ＩＣ周辺の活
用

医療・介護・子育
ての充実

平林地区の森林
整備

地域の高齢化
リサイクルステー
ションの整備

企業誘致の促進
英語教育をはじ
めとした保育・学
校教育の充実

区の編成の拡大
公共交通のネット
ワーク化

身延線の高速化
と駅の有効活用

空き家対策を含
めた都市住民と
の交流

地元で採れた野
菜の有効活用

安全な生活道路
の整備

生活道路の整
備

8位
地域支援を生か
した観光開発

助け合うコミュニ
ティの再構築

農道と町道の区
別をなくす

地域医療の充実 防災・防犯の充実
住民参加の必要
性

コミュニティの形
成

行政組織の再点
検による効率化

道路等の基盤整
備

ゆずの里センター
を観光の拠点に

甲西バイパスのり
面の環境美化

高齢化により地
域の役員の選出
が困難

公民館の建替え
道路等の雪かき
対策

区名の改名
老人ホームなど
高齢化対策

遊休農地の団地
化と地域グルー
プでの管理

災害に強い地域
づくり

災害時の代替道
路の整備

観光施設の整
備

9位
防災・防犯体制の
充実

若い人が住める
ための職場整備

スポーツ施設の
充実

北山にトレッキン
グコースを

災害医療の充実 狭い道路の解消 道路延伸拡幅 図書館の整備
新聞やホーム
ページで平林を
紹介する

空き家対策
地域内の空地の
有効活用

医療費負担の軽
減

ＹＬＯ（福祉セン
ター）を区の公民
館に

東田住宅の環境
整備

若者の定住対策 町水道の改善
中部地区の工場
誘致

高齢化に伴う農
業の企業化

高齢者の通院の
ための足の確保

迂回路を含め
た道路整備

10位
若い家族を増や
す

町外の人が集
まってくれる施設
づくり

若者の入りやす
い町営住宅の整
備

遊休地の活用
高齢者の生きが
いづくり

若者の地域活動
への参加

耕作放棄地の活
用

防災体制のあり
方の検討

安心できる防災
体制の整備

子供が地元に住
まない

町からの情報提
供の改善

町内放送施設の
整備

温泉施設の利用
の充実

商店街の活性化
地域特産物の開
発

過疎対策、空地
の有効活用

農業振興のため
の鳥獣防除と農
産物販売

一人暮らし家庭
増加への対応

公共交通の整備
町の放送が聞
き取りにくい

10位
リニア開通に伴う
環境対策

児童生徒の公共
サービスの充実

生活排水の環境
整備

10位
鹿島橋出口の信
号の改修

地区の課題上位10位一覧
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職員で分析作業：20地区の地域の課題（上位10位）の全体像把握

平成22年11月30日（火）
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総合計画審議会（第２回）：地域の課題を踏まえ、取りまとめ

①地域の課題（上位10）の全体像の報告

平成22年12月22日（水）
②地域の課題（上位10）の全体像をもとに、
町としての重要視する課題の重要度評価
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審議会の重要度評価結果
（20地区から浮かび上がった地域
が重要視する課題について、町とし

て重要視する課題項目）

第1位（92点）：誰でも安心して暮
らせる介護・医療環境の整備・充実

第2位（46点）：コミュニティの再
生と人口増加対策

第3位（37点）：子ども・若者・老
人まで、お得感を感じる「職・住・
遊」が伴うまちづくり

第4位（32点）：防災強化：自助・
共助・公助による備え

第5位（31点）：農業を守り、地域
資源を生かした農業の再生
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③地域の課題を踏まえ、町として取り組むあり方と方向性の検討

区長がオブザーバー参加委員間で意見交換

委員が意見カードを記入 全員で意見地図の作成・重要度評価
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委員の意見地図と重要度評価結果

審議会が導き出した「地域の課題を踏まえ、町として取り組むあり方と方向性」

第1位（63点）：医療・福祉の強化
第2位（59点）：住民の力を引き出す取り組み
第3位（56点）：自然保護による命の源の水の確保
第4位（51点）：子育て支援と教育の充実
第5位（43点）：人口増加対策
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第２回町民対話集会：地区の課題を踏まえ、地域としてどのよう

な取り組みをしていくか

平成23年2月4日（金）～26日（土）

各地区ごとに自地区の課題を踏まえ、解決策を立案

審議会のとりまとめ結果を説明

解決策の優先度評価
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医療の
対 策

高齢化
対 策

道路・施設基盤整
備

若者定住
人口増加

環 境
農業振興

鳥獣害
対 策

商業・観光 コミュニティ 防災対策

共通項目 最勝寺区 天神中条区 大久保区 舂米区 小林区 長澤区 大椚区 青柳町区 平林区
小室・
高下区

本町１区 本町２区 本町３区 本町４区 本町５区 本町６区 中部区 鳥屋 柳川 十谷

1位 地域医療の充実
地域の施設を有
効に活用しよう

公民館の建て替え
に対し、みんなで
話し合いを

災害に備えた体制
づくり

健康教室への参
加機会の増

地域医療の充実
遊休農地を活用し
たふれあいの場づ
くり

空き店舗を利用し
た皆が集える場づ
くり

立木、竹を伐採し
て、鳥獣の隠れに
くい環境づくり

ゆずの里を利用し
た観光拠点を作る

新田南側の道路
拡幅

三病院の統合の
推進

地元医院との連携
による当番医制の
確保

地元の手で防災
体制づくり

医療機関を結ぶ
バス路線の確保

人口増に向けて安
心した町づくりが
大切

トンネル開通に向
けた人を呼び込む
ためのメニューづ
くり

みんなでサルを追
いはらおう

地域を守る鳥獣害
対策づくり

民間の知恵を活
用した観光ＰＲ

2位
医師の確保の制
度化

大人が子どもたち
に積極的に声をか
けよう

遊休地を宅地化し
て情報を発信する

高齢者が生活しや
すい仕組みづくり

みんなで小林農業
学校を行おう

ボランティアグ
ループづくり

コミュニティ形成の
ための公民館活
動の活性化

地区防災の取り組
みの強化

活動の中心にみさ
き耕舎を据える

若者の定住策を
みんなで考える

いつでも診療でき
る病院の確保

回覧板の手渡しを
して高齢者への声
かけをしよう

地元出身の医師
等のＵターン運動
の展開

若い人を呼び込む
ための集合住宅
整備

病院の跡地に専
門学校の誘致

地域の環境整備
をみんなで実施

遊休農地を含めた
格安の宅地提供

家庭からの排水を
きれいにして流そ
う

地域の活用に根ざ
した五開小の活用

鳥獣を追い払う取
り組み

3位
公民館の建て替え
費用を区費に上乗
せ

負担にならないよ
うなイベントの見
直し

地域の資源を活
用して積極的にＰ
Ｒする

水車の復活と棚田
の景観の保存

地域の行事に参
加しよう

組加入の推進（ア
パート）

消防団員の確保
に向けたサポー
ター組織の形成

空き店舗を利用し
たイベントによる
人集め

平林での雇用の
確立

学校の応援をする
人材バンクの設置

食糧の備蓄ができ
る公園・建物の整
備

高齢者のサポート
と地域力の強化

個人商店と大手
スーパーとの提携
で買い物を便利に
する

内科の充実
食糧等の宅配で
高齢者の安否確
認

高齢者を手助けす
る

公営住宅の建替
え

地域健康の日を
定めスポーツをし
よう

地域への人口増
の取組み

空き家の意向調
査をする

4位
最勝寺を必勝祈
願の寺に

全町で文化ホール
を利用できる日を
つくる

特産品を活用して
Ｂ－１グランプリに
出品する

高齢者による消防
活動の支援

おもちゃをゆずり
合う情報交換の場
の提供

河川の草刈対策
花づくりから環境
整備

ウォオーキング
マップづくり

平林の資源を活
かした特産品の開
発

犬を使った鳥獣害
対策

防災機能付きの
公民館の整備

地域の集会所を
利用して高齢者の
活路を見い出す

役場へ空き家バン
クをつくる

皆が寄り合える公
民館活動づくり

さくら祭りにシャト
ルバスの活用を

日常生活の中でと
なりと声をかけ合
う

早急な医療機関
の充実

住宅防災に心が
ける

地域の特色を活
かした活性化

地域内の安否確
認をする

5位
町の新たな特産
品の開発

安心できる道路整
備をしよう

町により小型町民
会館を建てる

移動スーパーへ
の補助制度の創
設

救急法の訓練を
実施しよう

長沢東部の土地
の有効活用

若い人の意見を聞
く場所づくり

医療体制の整備
遊休農地を活用す
るための情報交換
をする

小室山を活用して
観光客を呼ぶ

子どもが安心して
遊べる広い公園づ
くり

区を含めた組織の
整理統合

空き家、空き店舗
を活用したふれあ
いの家づくり

健康増進福祉的
施設の跡地有効
利用

大法師公園に四
季の花を植える

高齢者の移動手
段の確保

鳥獣害対策
河川の清掃を地
域の人と町の職員
でやろう

日照不足の解消
近所で井戸端会
議ができる場所を
つくる

6位
病気時に子どもを
預かれる施設の
確保

みんなで交流でき
る場づくり

映画等の撮影でＰ
Ｒする

計画的に下刈り、
間伐を行う

消防団員を組から
選出しましょう

地域の空きスペー
スを利用した子育
て支援施設の整
備

地域の中にコミュ
ニティ委員会をつ
くる

ボランティアの掘
り起こし

有害鳥獣の情報
を放送する

地域の助け合い
のグループを作ろ
う

子どもからお年寄
りまで楽しめる公
園の整備

地域の人材バンク
を作る

ＹＬＯ会館を第３区
の公民館に

祭りを活性化の中
心に据える

地震対策の補助
金制度のＰＲ

高齢化に伴うゴミ
の減量化の協力

トンネルの早期開
通に向けた期成同
盟の推進

地域行事を守り楽
しもう

高齢者の足の確
保

みみを活用した十
谷のＰＲ

7位
高齢者の知恵や
技能を伝える場づ
くり

区民の日を設定し
て井戸端会議をし
よう

夜間・休日の救急
医療体制の充実

舂米学校を拠点と
して観光ＰＲ

安全に子供が通
学できるよう注意
しよう

コミュニケーション
の場づくり

農地の活用のた
めの組織づくり

地域の祭りの掘り
起こし

若い力を引き出し
た地域づくり

観光ガイドを養成
する

甲西バイパスの環
境美化と騒音対策

生産組合を作り野
菜を出荷

保育園から英語教
育を導入しよう

医者に負担をかけ
ない健康管理

若者の結婚祝金
の支給

誰もが集える機会
づくり

婚活の取組み
いきいき教室の活
動をしよう

災害時に向けての
道路の確保

8位
人が集まりやすい
予防医療の推進

登下校時の住民
による巡回をしよ
う

子育て支援のため
の施設の充実

必要な情報を開示
する

子どもクラブの行
事にみんなで参加
しよう

自ら進んで人との
関わり合いを持と
う

遊休農地の管理・
情報管理

地域での自前の
商店づくり

空家対策としての
補助金の創設

医療関係者の情
報共有化

子どもたちが安心
して遊べる児童館
の取り組み

おたすけ箱の設置
防災の設備、活動
への補助

雪かき隊の結成
各種行事に積極
的に参加する

生きやり会等の活
動支援

小学校の存続
Ｉターン、Ｕターン
のための空き家の
貸出をしよう

農産物のブランド
化への取組み

9位
ウォーキングコー
スをつくる

産業化できるよう
な介護、子育てシ
ステムの構築

話題性のあること
をして富士川町を
ＰＲ

住民による自助、
公助、共助の意識
付け

実践的な防災訓
練をしよう

区のイベントの充
実（復活）

地域における医療
対応・人材活用

空き店舗の実態
調査

補助金を活用した
有害鳥獣対策

富士の見える場所
をみんなで作ろう
（木を伐る）

高齢者の生きがい
づくり

若者永住対策
商店街のお金で
は買えないサービ
ス努力

地元資源の活用
地元の農産物で
日曜市をしよう

災害時の飲料水
の確保

10位
子どもの行事参加
を促す組織づくり

大法師公園を通
年公園になるよう
に

防災に対する地域
組織の充実を

舂米学校移転に
向けた募金活動を
はじめる

リサイクル運動を
しよう

若者の地域活動
の参加を家庭教
育から

時期を決めた地域
内清掃活動

スポーツ施設の公
園の整備

空家を活用して移
住してもらおう

空き家・農地等の
情報のコーディ
ネートをする

空き家対策の補
助金創設

まずは人口増
農業の魅力を伝え
街場の若者を引き
込む

五開全体で月一
度ラジオ体操をし
よう

10位

みんなでイベント
に参加しよう（男
女）

地区の解決策上位10位一覧
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職員で分析作業：20地区の解決策（上位10位）の全体像把握

富士川町・解決策（上位10位）の全体像

D001　地域資源・農地・空

き店舗やスペースの再利活

用により、経済の活況を取

り戻す

D002　お年寄りを始め皆

が健康で安全に暮らせる医

療・防災の体制及び施設と

道路を整備する

D003　若者から高齢者

まで安心して永住でき

る地域をつくり、人口

増加につなげていく

D004　地域コミュニ

ティーを強化し、「自

助・共助、公助」を展開

する

A035　みんなで協力

して地域のきれいな環

境を維持する

地域医療・防災：

健康で安全に暮らせる

体制・施設・道路の整備

地域経済：

あるものの再利活用による

活況の再現

地域環境：

協力による美化

人口増加策：

安心して永住できる

地域づくり

地域コミュニティー：

強化による

自助・共助・公助の展開

その為
にも

その為
にも

その為
にも

その為
にも

それに
より

それに
より

それに
より

それに
より

相俟つ
形で

相俟つ
形で

相俟つ
形で

相俟つ
形で

（1）2011年3月18日
（2）富士川町役場
（3）富士川町20地区の上位10位
（4）企画課

見取図

平成23年3月18日（金）
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総合計画審議会（第３回）：解決策を踏まえ、町としての取

り組み方のあり方の方向性

平成23年3月31日（木）

①地区の解決策（上位10）の全体像の報告
と町としての住民解決案の重点方向の評価

②町としての取り組むあり方の方向の
検討と重点評価
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富士川町・解決策（上位10位）の全体像

D001　地域資源・農地・空き店舗やスペースの再利活用により、経済の活況を取り戻す

D002　お年寄りを始め皆が健康で安全に暮らせ

る医療・防災の体制及び施設と道路を整備する

D003　若者から高齢者まで安心して永住で

きる地域をつくり、人口増加につなげていく

D004　地域コミュニティーを強化し、

「自助・共助、公助」を展開する

A035　みんなで協力

して地域のきれいな環

境を維持する

A033　地域内の空

きスペースを有効

活用する

B008　地域資源を

アピールして人を呼

び込むためのメニュ

ーをつくる

C002　地域で農地を鳥獣から守り、有効活用を

進めて農産物のブランド化を図る

B001　商店独自のサー

ビス展開と空き店舗の

活用により、にぎわい

のある商店街をつくる

A025　遊休農地の

情報を交換して、有

効に活用してふれあ

いの場をつくる

A024　農地を有効

に活用した農産物

のブランド化と生

産組織づくり

B007　みんなで協

力して里山を整備

し、鳥獣を追い払う

取り組みをする

C003　地域ぐるみの組織で災害に備えると

ともに、行政において施設や道路を整備する

B009　お年寄りの

移動と医療機関を結

ぶ手段を確保すると

ともに、安全な道路

を整備する

B005　みんなで健康

づくりに取り組

み、いつでも診ても

らえる医療体制の確

保を働きかける

B011　地域で防災

組織を立ち上げ、消

防団員の確保に取り

組む

B010　災害に備

えた公園・建

物・道路をつく

る

B006　地域ぐるみ

で高齢者の生活支

援と生きがいづく

りに取り組む

C001　若者が永住できる環境を

つくり、人口増加につなげていく

A010　町全体の

人口増加に向けて

誰もが安心して住

めるまちづくり

B003　「働き・語

らい・住まう」場

所を充実させて若

い人を呼び込む

B002　教育の充実と施

設の整備により、子ど

もたちが伸び伸びと育

つ環境をつくる　

A034　地区公

民館は町所有の

施設を有効活用

する

B004　地域活動組織

をつくり、「自

助・共助、公助」の

取り組みを展開する

地域医療・防災：

健康で安全に暮らせる

体制・施設・道路の整備

地域経済：

あるものの再利活用による活況の再現

地域環境：

協力による美化

人口増加策：

安心して永住でき地域づくり

地域コミュニティー：

強化による

自助・共助・公助の展開

その為
にも

その為
にも

その為
にもその為

にも

それに
より

それに
よりそれに

より

それに
より

相俟つ
形で

相俟つ
形で

相俟つ
形で

相俟つ
形で

（1）2011年3月18日
（2）富士川町役場
（3）富士川町20地区の上位10位
（4）企画課

概要図

註1）各ブロックの左肩の数字は、細部図の番号
を示す．
註2）ブロック内のアルファベットの記号は、優
先度評価の対象単位を示す．
註3）評価対象の記入欄は、次の内容を記入す
る．
　【アルファベット：投票結果の総得点：順位】 P

A

B

C

D

E

F

G H

I J

K

L

M

N

O

Q

０１

０２

０３

０４

０４

41 3位

17 -

13 -

21 8位

19 10位

6 -

40 5位 28 7位

13 - 53 1位

19 10位

21 8位 29 6位

41 3位

4 -

4 - 48 2位

審議会：町とし
ての住民解決案

の重点方向

第1位（53点）：みんなで健康
づくりに取り組み、いつでも診
てもらえる医療体制の確保を働
きかける
第2位（48点）：地域活動組織
をつくり、「自助・共助・公
助」の取り組みを展開する
第3位（41点）地域資源をア
ピールして人を呼び込むための
メニューをつくる
第3位（41点）：教育の充実と
施設の整備により、子どもたち
が伸び伸びと育つ環境をつくる
第5位（40点）：地域で防災組
織を立ち上げ、消防団員の確保
に取り組む
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富士川町総合計画審議会：「解決策を踏まえ、町として取り組むあり方の方向性」意見地図 日時：平成23年3月31日(木)

町民自らが健康づくりに取り組

む

Ａ ２９点（第５位）

・先ずは、病院にかからないよ

うに健康づくりに励む。町の筋

力体操の日数を増やしたり、高

齢者だけでなく、誰もが参加で

きるように。

・みんなで健康づくりに取り組

み、いつでも診てもらえる医療

体制の確保を働きかける。

・病気にならないように、また健

康長寿な生活ができるように、

町民が取り組むべきことを町の

健康条例として制定する。

防災を兼ねた水源づくり

B １６点（第１０位）

・水を守り、防災に力を入れ

る。（命を大切にする町を）

・水源確保と各組ごとに安全

な井戸を掘る。非常時に対

応する。→里山の整備も。安

心安全を次世代に残す。

共通の課題を抱えた人・地域間で

サミット方式の推進

F ２５点（第６位）

・地域の課題、問題点を出した人た

ちで話し合う。

・共通の問題点を抱える人同士で

の情報交換の場を設ける。「サミット

形式」

・各地域でも同じ問題を話し合う機

富士川町の特徴づくり

J １７点（第９位）

・人口増加を考えた場合、

町の特徴を出すべきだと思

う。例えば、富士川町は新し

い町民憲章を元に具体的に

考えていくことが必要だと思

う。

三世代が同居できる地域づ

くり

L ９点

・地域ぐるみに関連し、富士

川町では三世代が同居でき

る住宅づくりを推進していく。

地域医療体制の強化

D ５３点（第２位）

・地域医療体制の整備（安

心して永住できる地域づく

り）

・医療体制の確保は、町民

が医療従事者に感謝の心

を持ち続ける。

・人は皆、健康が心配であ

る。医療体制の充実と子供

の教育体制の充実。そんな

町に住みたい人は多い。人

口増。

・峡南北部の医療体制の確

立。市川三郷町立病院、鰍

沢病院、峡南病院の三つの

統合を。

人口増による安心したまち

づくり

K １０点

・人口増をまず考え、安心し

て暮らせる町づくりが必要で

ある。

行政が解決策の推進をする

O １６点（第１０位）

・地域資源を効果的に活用し

て、町の人口増加ができると、

住民満足度が高まり、住民の

負担を減らすことにつながる。

町政が明確に人口増加の

支援施策を打ち出し、関係機

関が具体的に協力すべきで

す。

・次世代のために町の事業選

択を厳しく。

５年間で生産年齢人口

250万減。人口増を望みつつ

も現に町の人口は減り続けて

いる。

空き家・空き店舗の利活用推

進

P ９点

・空家バンクを作り、県外から

若い人を呼び込む。（景色の

よさを、また農業のある）

空家でも夏とか戻るから貸

せないという声が多く、役場で

手配してもらえたら良いので

は。

・店舗や空家情報を集め、連

絡網や活用を話し合う。

外部頭脳の活用

N １１点

・地域資源を活用するには、

外部の頭脳を導入する必要

がある。

防災に強いまちづくりで人口拡大

E ６３点（第１位）

・災害意識が高まる今こそ、消

防団員の確保と自治の組織化

に取り組む（強化）。人が動くこ

とをしよう。

・地域防災に町がもっと力を入

れて、役場・町民会館を耐震

工事。

・安心安全の町づくりの基本

の１つ。“防災”への対応が必

要。

1地域の防災組織の活動、機

具の点検と弱者への対応。

2公共施設の耐震工事－急

務！

3災害時－被災者への支援。

物的、人的、区として、町とし

ての備蓄。

・有事（災害）に強い町(地域)

防災教育(個々の防災力をつ

ける)。対策、備え。

災害に強い公共の建物をつく

る。（災害対策本部に）

・行政の防災組織の明確化と

各地区の防災組織との連携体

制の確立。（消防団の現状の

把握）もする。

・防災拠点としての建物の確

保を図る必要がある。自助能

力の向上を図る必要がある。

・若者から高齢者まで安心し

て永住できる地域づくり人口

増加につなげていく。

・自主防災組織の強化

地域活動組織づくりにも連

動する。（自助・共助・公助）

区・組を核とした助け合う地域づくり

I ４１点（第４位）

・住みよい町とは、近隣の太

い絆。支え合う、助け合う、

声をかけ見守り等。

・地域コミュニティは、区と組

の役割が大きい。そのところ

をもっと活用し、充実させる

方向で考えたら良いと思う。

・安心して暮らせる町づくり

には、根底に共助の考えが

必要だと思う。

・食、住の改善（問題点の解

決）が地域魅力を見い出す

ことです。身近な区の役割を

高めて、区民の全員参加の

取り組みを具体化していきた

い。⇔町の支援が必須。

教育文化の強化による人口増

H ４２点（第３位）

・子供たちの学力向上のた

めに、町民にボランティア登

録してもらい、それぞれがで

きる支援を提供していただく

制度づくり。

・生命、環境、教育が基本中

の基本。そこで特に教育面

で保育園から中学まで英語

教育を（富士川教育の確立）

・教育の充実に加え「文化振

興」の項を入れてほしい。

・人口増加につながる地域

づくりのために…

教育の充実とコミュニティ

の強化（集える場、共有の場、

公助）を計る。

豊かな人間関係を築く、地

域づくり。

自然を大切にしたエコ生活

の推進

C ２４点（第７位）

・自然資源を大切に地球の

意に沿った生活を営む（事

業も厳選する）

エコ自給自足⇒地域を守る

ことにつながる。

・エコを優先した施設整備

をする。→非常時に対応す

る。→安心安全を次世代に

残す。

高齢化に対応した地区運

営づくり

M １２

・高齢化社会により地域に

よる協力体制がつくれず、

互いに協力し合える組織

をつくる。

・組の役員選出に苦慮。

地域資源を活かした情報発信

G ２３点（第８位）

・町のまつりを大切に商店街

通りの縁石をなくし、落語寄

席をつくり商店街を活性させ

る。

・歴史遺産（富士川舟運・落

語など）や地域資源やまつり

を活用して県内外へ、後世

へ、町をPRする仕掛けづくり。

・十谷、高下、平林線の丸山

林道を活用して観光ルート

を作り、特産品の販売に結

びつけていく。

大法師山の桜と殿原公園

の桜のルートも。

・地域資源を利用した文化

財、史跡、まちの花等をめぐ

るウォーキングづくり。町外

の人を呼び込む。

審議会：町としての取り組むあり方の方向
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富士川町第1次総合計画（案）抜粋

日
時

順
位

項 目
点
数

1 防災に強いまちづくりで人口拡大 63

H23.3.
31

2 地域医療体制の強化 53

3 教育文化の強化による人口増 42

4 区・組を核とした助け合う地域づくり 41

5 町民自らが健康づくりに取り組む 29

6
共通の課題を抱えた人・地域間でサミッ
ト方式の推進

25

7 自然を大切にしたエコ生活の推進 24

8 地域資源を活かした情報発信 23

9 富士川町の特徴づくり 17

10 防災を兼ねた水源づくり 16

10 行政が解決策の推進をする 16

12 高齢化に対応した地区運営づくり 12

13 外部頭脳の活用 11

12 人口増による安心したまちづくり 10

13 三世代が同居できる地域づくり 9

14 空き家・空き店舗の利活用推進 9

職員で計画作業：住民対話集会と審議会の検討をうけ、基本構想

（案）と基本計画（案）を立案

審議会による方向性の評価順位
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総合計画審議会（第4回）：基本構想（案）、基本計画（案）

審議

平成23年8月9日（火）
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総合計画審議会・町長へ答申

平成23年8月12日（金）
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第３回町民対話集会：課題の解決をどのように展開していくか

平成23年11月4日（金）～29日（火）

①町から、基本構想と基本計画の説明

②地区実行計画のとりまとめ
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地区の実行計画の例、全地区で作成
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総合計画取りまとめから実行へ

平成24年度から地区実
行計画に基づいて実行

段階へと進む

地域支
援職員
制度

地区実行
組織の立
ち上げ

地域再生
ファシリ
テーターの

支援

2011年度県・県立大学主催「地域再生ファシリ

テーター養成講座」の受講者（「新しい公共支援
事業」の一環として実施）。県ボランティアセン
ターを窓口に派遣の支援を受ける計画。



地域支援職員制度の導入



住民と町職員が動き出す



「伝統の力」に「革新の力」を加え
１０年先

１００年先の
暮らしの礎づくりを

目指しましょう
c  2016 HARUO YAMAURA
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